
　　平成２４年６月２７日（水）午後２時　玉名市福祉センター 会議室Ｂ
　に招集した。

１．本日の出席委員は、次のとおりである。

１番　寺田　誠一 ２番　東　　令佐 ３番　西川　英文 ４番　三原　一男

５番　星野　　泉 ６番　永田　知博 ７番　島村  隆雄 ８番　永田  達三

９番　奥村  隆一 10番　坂西　孝之 12番　本田多美子 13番　丸山　近信

14番　田尻　敏夫 15番  西木 美津子 16番　河野　征史 17番　取本　一則

18番　粟田　　稔 19番　田上  　一 20番　原口　邦弘 21番  堀本  義寛

22番  小路　修三 24番  吉田  道子 25番　柴原　　豊 26番  松下  善伸

27番　杉本　征子 28番　松村　毅一 29番　小澤　一成 30番　中尾　新一

31番　塚本眞由美 32番　田中　正司 33番　岡本　大助 34番　早髙　義德

35番　平野　和昭 36番  藤川  賢一 37番　石本  和成 38番　小田　　募

11番　嶋田  清人 23番  木村    勝

１．傍聴者数は、次のとおりである。

   ０ 名

１．説明のために出席した職員は、次のとおりである。

局長　永井 正治 次長　西村　則義 係長　二階堂　正一郎

主任　宮田 正文 主任　清田  静香

１．議事参与が制限された委員数は、次のとおりである。

   １ 名

議　題

第　３５号　農地の所有権移転許可申請について（３条許可分）

第　３６号　農地の賃貸借権設定許可申請について(３条許可分)

第　３７号　農地の使用貸借権設定許可申請について（３条許可分）

第　３８号　農地の転用許可申請について（５条許可分）

第　３９号　農用地利用集積計画の決定について

１．本日の欠席委員は、次のとおりである。

平成２４年第６回玉名市農業委員会総会議事録



報　告

第　１６号　農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について（１８条）
第　１７号　許可不要転用届について
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１．開 会 

○事務局長（永井正治君） 定刻になりましたので、ただいまより総会を開催します。 

現在の出席委員は３８名のうち、嶋田委員、木村委員２名の方から欠席の届出が

出ております。３６名の出席でございますので、玉名市農業委員会会議規則第６条

の規定によりまして会議は成立しております。 

ただいまから、平成２４年第６回玉名市農業委員会総会を開会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

２．会長挨拶 

○事務局長（永井正治君） まず、寺田会長よりご挨拶をいただきまして、引き続き会

議規則第４条によりまして議長をお願いし、議事等を続けていただきます。よろし

くお願いします。 

○会長（寺田誠一君） 皆さんこんにちは。本日は雨の中にもかかわりませずご出席い

ただきましてありがとうございました。皆様方には今月の中旬から下旬にかけまし

て田植えの作業も終わられまして、一安心されておるのではないかと思います。今

年の豊作を願っておるものでございます。 

それでは、早速ではございますけれども、議事に入りたいと思います。本日の議

案は、議第３５号より議第３９号までの２０６件と、報告２４件が提案されており

ます。慎重なる審議よろしくお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

３．議事録署名委員指名 

○会長（寺田誠一君） 本日の議事録署名委員は、３７番、石本委員と３８番、小田委

員にお願いいたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

４．議 事 

○議長（寺田誠一君） それでは、議事に入ります。議第３５号、農地法第３条農地の

所有権移転許可申請についてを議題といたします。事務局の説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議第３５号、農地の所有権移転許可申請について。農地法

第３条第１項の規定による下記農地の所有権移転許可申請について許可するものと

する。平成２４年６月２７日提出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。 

１番、寺田と天水町の申請人で、申請物件が田崎の畑１０２㎡を、耕作不便と相

手方の要望による売買です。 

２番、横島町の申請人で、申請物件が横島町の田３９４㎡他１筆、計５７０㎡を、

子へ贈与するものです。 

３番、三ツ川の申請人で、申請物件が三ツ川の畑１７３㎡他８筆、計５,０８６
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㎡を、孫へ贈与するものです。 

４番、伊倉北方の申請人で、申請物件が伊倉南方の田１,１３７㎡を、労力不足

と相手方の要望による売買です。 

５番、上小田の申請人で、申請物件が上小田の田８３１㎡他９筆、計１万４,３

６３㎡を、妻へ一括贈与するものです。 

６番、岱明町と阿蘇市の申請人で、申請物件が岱明町の田８５５㎡他１筆、計９

１０㎡を、労力不足と耕作便利による売買です。 

７番、横島町の申請人で、申請物件が横島町の田６,４２６㎡他１３筆、計１万

７,２４９㎡を、子へ一括贈与するものです。 

８番、岱明町の申請人で、申請物件が岱明町の田２,３４８㎡他１筆、計２,７５

５㎡を、子へ贈与するものです。 

９番、荒尾市と岱明町の申請人で、申請物件が岱明町の畑５４２㎡を、労力不足

と規模拡大による売買です。 

１０番、大浜町の申請人で、申請物件が大浜町の田７９９㎡他１筆、計９３４㎡

を、知人へ贈与するものです。 

１１番、阿蘇市と天水町の申請人で、申請物件が天水町の田６３２㎡を、労力不

足と規模拡大による売買です。 

１２番、岱明町の申請人で、申請物件が岱明町の田１,９９０㎡を、労力不足と

相手方の要望による売買です。 

以上、１２件、４万６,２７０㎡をご提案申し上げております。農地法第３条第

２項各号の禁止規定に照らし申請内容を審査しました。取得後すべての農地を利用

すること、機械、労働力、技術、地域との関係など見ても問題ないこと、下限面積

要件も超えていることから、許可条件のすべてを満たしていると判断しましたので

ご提案いたしました。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（寺田誠一君） 説明が終わりました。受付番号１番より順次、担当委員の説明

をお願いいたします。 

○３８番（小田 募君） １番は、耕作不便と相手方の要望です。譲受人の方は隣に畑

も持っておられますので、許可相当です。 

○議長（寺田誠一君） 次、２番。 

○２６番（松下善伸君） 後継者である子への贈与であり、許可相当と判断します。 

○議長（寺田誠一君） 次、３番。 

○１６番（河野征史君） 申請人は家庭内にも子どもさんおられますけれども、お孫さ

んに贈与したいということでございまして、同一世帯であり許可相当と判断しまし

た。 
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○議長（寺田誠一君） 次、４番。 

○１０番（坂西孝之君） 親戚関係でありまして、ここに書いてありますとおり、労力

不足と相手方の要望ということで、何ら問題もなく、許可相当です。 

○議長（寺田誠一君） はい、５番。 

○１４番（田尻敏夫君） 譲渡人と譲受人はご夫婦です。ご主人が病気になられて、も

う耕作をするだけの体力もございませんので、奥さんに贈与して、子どもさん夫婦

と３人で経営していくつもりでございますので、許可相当と判断します。 

○議長（寺田誠一君） 次、６番。 

○１９番（田上 一君） 労力不足と耕作便利ということで、何ら問題ありません。地

主は阿蘇になっていますけれど、阿蘇の方の土地を買うにつけて、数年前に住所を

変わって、今現在もそのままになっていて、玉名の方には息子さんがおりますけれ

ども、何ら関係はないということで、そう話しておられましたので、ここは私とし

ても問題ないということで思います。 

○議長（寺田誠一君） 次、７番。 

○２５番（柴原 豊君） これは、子への一括贈与で、許可相当と判断いたしました。 

○議長（寺田誠一君） 次、８番、９番。 

○２番（東 令佐君） ８番は親子でございまして、何ら問題はないと判断いたしまし

た。９番は、労力不足と規模拡大ということで許可相当と判断します。 

○議長（寺田誠一君） はい、次１０番。 

○６番（永田知博君） この案件は、荒地であり、周囲からの相談が発生いたしまして、

今回譲り渡しとなったものです。譲渡人と譲受人はもともと教師と教え子というこ

とでございます。譲受人の方も息子さんが兼業で、今も息子さんと一緒でございま

すけれども、８反以上の米作農家をやっておられるようです。非常に意欲的にやっ

ておられますので、これは、許可相当であると判断いたしました。 

○議長（寺田誠一君） 次、１１番。 

○３３番（岡本大助君） 譲渡人、譲受人ともに、土地は隣接している関係で、労力不

足と規模拡大ということでございます。許可相当です。 

○議長（寺田誠一君） 次、１２番。 

○１９番（田上 一君） 譲渡人、譲受人、労力不足と相手方の要望で、譲受人の方は

息子さんと２人で遊休農地の解消をやっておられるようで、何ら心配はないという

ことで、許可相当とします。 

○議長（寺田誠一君） 担当委員の説明が終わりました。他にご意見、ご質問ございま

せんか。はい。 

○３６番（藤川賢一君） １０番は教え子にということですが、受人には息子さんもい
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るんですか。 

○６番（永田知博君） はい、旦那さん子どもさん一緒に農業をしておられます。 

○議長（寺田誠一君） 他に、ご意見、ご質問ございませんか。 

(なしの声) 

○議長（寺田誠一君） ないようですので、採決に移ります。 

農地法第３条、農地の所有権移転許可申請について、原案どおり決定することに

異議のない方は挙手をお願いいたします。 

(全員 挙手) 

○議長（寺田誠一君） 異議がないものと認め、議第３５号は許可することに決定しま

した。 

次に、議第３６号、農地法第３条、農地の賃貸借権設定許可申請についてを議題

といたします。事務局よの説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議第３６号、農地の賃貸借権設定許可申請について。農地

法第３条第１項の規定による下記農地の賃貸借権設定許可申請について許可するも

のとする。平成２４年６月２７日提出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。 

１番、川島の申請人で、申請物件が川島の田２,１２９㎡を、労力不足と規模拡

大により、平成２４年７月１日から３年間の契約をするものです。 

２番、横島町の申請人で、申請物件が横島町の田１,２１９㎡を、労力不足と相

手方の要望により、平成２４年６月２７日から５年間の契約をするものです。 

３番、横島町の申請人で、申請物件が横島町の田４,６９３㎡のうち４,３７６㎡

他１筆、計６,４０３㎡を、労力不足と相手方の要望により、平成２４年６月２７日

から５年間の契約をするものです。 

４番、横島町の申請人で、申請物件が横島町の田１,７０３㎡を、農業廃止と規

模拡大により、平成２４年７月１日から５年間の契約をするものです。 

５番、天水町の申請人で、申請物件が天水町の田１,２０６㎡を、相手方の要望

と規模拡大により、平成２４年７月１日から１０年間の契約をするものです。 

６番、大浜町の申請人で、申請物件が大浜町の田１,９７６㎡を、労力不足と耕

作便利により、平成２４年６月２７日から１０年間の契約をするものです。 

７番、両迫間の申請人で、申請物件が玉名の田１,１５０㎡を、労力不足と相手

方の要望により、平成２４年６月２７日から１０年間の契約をするものです。 

８番、河崎の申請人で、申請物件が秋丸の田２,６９８㎡他１筆、計４,４４５㎡

を、農業廃止と相手方の要望により、平成２４年６月２７日から１年間の契約をす

るものです。 

９番、安楽寺の申請人で、申請物件が安楽寺の田３,１１６㎡を、労力不足と耕
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作便利により、平成２４年７月１日から１５年間の契約をするものです。 

１０番、大阪府和泉市と片諏訪の申請人で、申請物件が伊倉南方の田２,３７８

㎡を、労力不足と耕作便利により、平成２４年６月２７日から５年間の契約をする

ものです。 

１１番、下と安楽寺の申請人で、申請物件が下の田３,４９７㎡を、労力不足と

相手方の要望により、平成２４年７月１日から１０年間の契約をするものです。 

１２番、神奈川県藤沢市と安楽寺の申請人で、申請物件が下の田１,９４３㎡を、

労力不足と相手方の要望により、平成２４年７月１日から１０年間の契約をするも

のです。 

１３番、安楽寺の申請人で、申請物件が安楽寺の田４,２７１㎡他１筆、計４,６

９３㎡を、労力不足と相手方の要望により、平成２４年７月１日から１０年間の契

約をするものです。 

１４番、玉名と石貫の申請人で、申請物件が玉名の田１,６０１㎡を、経営縮小

と相手方の要望により、平成２４年６月２７日から５年間の契約をするものです。 

１５番、滑石の申請人で、申請物件が滑石の田９７４㎡他２筆、計２,８６９㎡

を、労力不足と耕作便利により、平成２４年６月２７日から５年間の契約をするも

のです。 

１６番、繁根木と三ツ川の申請人で、申請物件が三ツ川の田１,２０９㎡他３筆、

計２,４７４㎡を、農業廃止と耕作便利により、平成２４年６月２７日から１０年間

の契約をするものです。 

１７番、横田と天水町の申請人で、申請物件が横田の田１,２５０㎡他１筆、計

４,３００㎡を、相手方の要望と規模拡大により、平成２４年６月２７日から１０年

間の契約をするものです。 

１８番、両迫間の申請人で、申請物件が両迫間の田１,４６５㎡を、農業廃止と

相手方の要望により、平成２４年６月２７日から１０年間の契約をするものです。 

１９番、玉名の申請人で、申請物件が玉名の田１,４９４㎡を、労力不足と相手

方の要望により、平成２４年６月２７日から５年間の契約をするものです。 

２０番、玉名の申請人で、申請物件が玉名の田６４８㎡他１筆、計９８２㎡を、

労力不足と耕作便利により、平成２４年６月２７日から１０年間の契約をするもの

です。 

以上、２０件、５万１,０４３㎡をご提案申し上げております。 

農地法第３条第２項各号の禁止規定に照らし申請内容を審査しました。取得後の

すべての農地を利用すること、機械、労働力、技術、地域との関係などにても問題

ないこと、下限面積要件も超えていることから、許可要件のすべて満たしていると
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判断しましたのでご提案いたしました。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（寺田誠一君） 説明が終わりました。受付番号１番より順次担当委員の説明を

お願いいたします。 

１番、お願いします。 

○９番（奥村隆一君） 申請理由のとおりです。許可相当と判断いたしました。 

○議長（寺田誠一君） 次に、２番、３番。 

○２５番（柴原 豊君） 労力不足と相手方の要望ということで、許可相当と判断いた

しました。 

○議長（寺田誠一君） 次、４番、お願いします。 

○２８番（松村毅一君） ４番は、備考にもありますように、借人の変更でございます。

借人の方は、Ｕターンして新規就農者です。規模拡大を図るということでございま

す。家はイチゴを作っておられますが、自分はハウスを建ててミニトマトを作ると

言って張りきっておられる若者です。何ら問題はないと思いますので、許可相当と

します。 

○議長（寺田誠一君） 次、５番。 

○３３番（岡本大助君） 相手方の要望と規模拡大ということでございます。親戚関係

でトマトを作っておられますので、規模拡大ということでございますので、許可相

当とします。 

○議長（寺田誠一君） 次、６番。 

○７番（島村隆雄君） 貸人、借人は義理の兄弟に当たりまして、労力不足と耕作便利

ということですので、許可相当と判断いたしました。 

○議長（寺田誠一君） 次、７番。 

○１５番（西木美津子君） 貸人の労力不足と借人が相手方の要望で、借人は定年後で

農業を頑張っています。許可相当と判断いたしました。 

○議長（寺田誠一君） 次、８番。 

○３番（西川英文君） 貸人の方は退職前で、農業を辞めたいということだそうです。

借人の方は今相手方がそういう、作らんなら農地でも作ろうかと、相手の要望です。

許可相当と判断いたしました。 

○議長（寺田誠一君） 次、９番。 

○１３番（丸山近信君） 借人は耕作便利と、貸人の労力不足ということで、・・が許可

相当と判断します。 

○議長（寺田誠一君） 次、１０番。 

○１０番（坂西孝之君） 大阪の方は、仕事上地元から離れますので、再設定で以前よ

りの方に頼まれると。、労力不足と耕作便利ということで、許可相当です。 
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○議長（寺田誠一君） 次、１１番。 

○１３番（丸山近信君） １１、１２、１３番を説明します。貸人の労力不足と借人の

相手方の要望によって、再設定のため許可相当と判断しました。 

○議長（寺田誠一君） 次、１４番。 

○１５番（西木美津子君） 貸人が経営縮小と借人が相手方の要望で、借人の人は７５

歳ですけど、頑張っておられますので許可相当と判断いたしました。 

○議長（寺田誠一君） 次、１５番。 

○５番（星野 泉君） この物件は他の基盤強化法からの借り替えということで、問題

はなく許可相当と判断しました。 

○議長（寺田誠一君） 次、１６番。 

○１６番（河野征史君） 貸人の農業廃止と耕作便利のために再設定でございますので、

何も問題なく許可相当と判断しました。 

○議長（寺田誠一君） 次、１７番。 

○１０番（坂西孝之君） 案件に書いてありますとおり再設定ということで、何ら問題

もなく、許可相当とします。 

○議長（寺田誠一君） 次、１８番。 

○１５番（西木美津子君） 借人、貸人の再設定で、何ら問題ありませんので、許可相

当と判断いたしました。 

○ 議長（寺田誠一君） 次、１９番、２０番。 

○１５番（西木美津子君） 借人の人は左官業を営んでおりますけど農業を、息子さん

がおられて、休みには手伝いに来られます。いずれも許可相当と判断いたしました。 

○議長（寺田誠一君） 担当委員の説明が終わりましたので、皆さん方、これに対する

ご質問、ご意見、ございませんでしょうか。 

(なしの声) 

○議長（寺田誠一君） ないようですので、採決に移ります。 

農地法第３条、農地の賃貸借権設定許可申請について、原案どおり決定すること

に異議のない方は、挙手をお願いいたします。 

(全員 挙手) 

○議長（寺田誠一君） 異議がないものと認め、議第３６号は許可することに決定をい

たします。 

議第３７号、農地法第３条、農地の使用貸借権設定許可申請についてを議題とい

たします。事務局の説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議第３７号、農地の使用貸借権設定許可申請について。農

地法第３条第１項の規定による下記農地の使用貸借権設定許可申請について許可す
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るものとする。平成２４年６月２７日提出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。 

１番、青野の申請人で、申請物件が青野の畑１,１６９㎡他３３筆、計３万３,３

６８㎡を、農業者年金受給に伴う再設定で、平成２４年６月２７日から１０年間契

約をするものです。 

２番、北牟田の申請人で、申請物件が北牟田の田５,１７１㎡他３筆、計１万９

１５㎡を、農業者年金受給に伴う再設定で、平成２４年６月２７日から１０年間契

約をするものです。 

３番、天水町の申請人で、申請物件が天水町の畑７４２㎡他１９筆、計３万２,

１３７㎡を、農業者年金受給に伴う経営移譲で、平成２４年８月１日から１０年間

契約をするものです。 

４番、天水町の申請人で、申請物件が天水町の田１,１２９㎡他３筆、計１万９

４７㎡を、農業者年金受給に伴う後継者変更で、平成２４年７月１日から３０年間

契約をするものです。 

５番、天水町の申請人で、申請物件が天水町の田１,６３９㎡他２１筆、計１万

８,０３０㎡を、農業者年金受給に伴う再設定で、平成２４年７月１０日から３０年

間契約をするものです。 

以上、５件１０万５,３９７㎡をご提案申し上げております。農地法第３条第２

項各号の禁止規定に照らし申請内容を審査しました。取得後すべての農地を利用す

ること、機械、労働力、技術、地域との関係などにても問題ないこと、下限面積要

件も超えていることから、許可要件のすべて満たしているものと判断しましたので、

ご提案いたしました。どうぞよろしくご審議をお願いします。 

○議長（寺田誠一君） 説明が終わりました。受付番号１番より順次、担当委員の説明

をお願いいたします。 

１番、お願いします。 

○１２番（本田多美子君） これは、農業者年金受給に伴う再設定ということで、何ら

問題もなく、許可相当と判断いたします。 

○議長（寺田誠一君） 次、２番。 

○９番（奥村隆一君） 親子で農業でございまして、年金受給のための再設定で、許可

相当と判断いたします。 

○議長（寺田誠一君） 次、３番。 

○３２番（田中正司君） これも親子でございまして、農業者年金受給の理由のもので

ございます。許可相当です。 

○議長（寺田誠一君） 次、４番。 

○３７番（石本和成君） 農業者年金受給のために、長男が亡くなったもので、三男が
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後継者変更ということです。許可相当と判断しました。 

○議長（寺田誠一君） 次、５番。 

○３４番（早髙義德君） これも親子関係でありまして、農業者年金受給のため、３０

年間の再設定でございます。許可相当と判断いたしました。 

○議長（寺田誠一君） 担当委員の説明が終わりました。他にご質問、ご意見、ござい

ませんか。 

(なしの声) 

○議長（寺田誠一君） 他にご意見、ご質問がないようですので、採決に移ります。 

農地法第３条、農地の使用貸借権設定許可申請について、原案どおり決定するこ

とに異議のない方、挙手をお願いいたします。 

(全員 挙手) 

○議長（寺田誠一君） 異議がないものと認め、議第３７号は許可することに決定をい

たします。 

次に、議第３８号、農地法第５条、農地の転用許可申請について、議題といたし

ます。８番の申請者が農業委員の親戚ですので農業委員会法第２４条及び農業委員

会規則第１０条の規定に基づく議事参与の制限により退席をお願いいたします。 

― ３６番 平野委員 退席 ― 

それでは事務局の説明を求めます。 

○事務局長（永井正治君） 議第３８号、農地の転用許可申請について。農地法第５条

第１項の規定による下記農地の転用許可申請について意見決定するものとする。平

成２４年６月２７日提出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。 

１番、申請物件が玉名の田２７１㎡で、転用目的が飲食店店舗です。農地区分は

住宅の連担する区域に近接する農地で、第２種農地に該当し、申請地の他に適当な

代替地がないものと判断しております。 

２番、申請物件が横島町の田５７１㎡で、転用目的が個人住宅です。農地区分は

熊本県１０ha以上の一団の農地内にある農地で、第１種農地と判断しております。

第１種農地は、原則で掲げられておりますけれども、隣接に係る土地の周辺地域に

おいて居住するものの、日常生活上必要な施設で集落に接続して設置されているも

のということで、例外的に許可が可能でございます。 

３番、申請物件が岱明町の畑２９７㎡で、転用目的が個人住宅です。農地区分は

住宅の連担する区域に近接する農地で、第２種農地に該当し、申請地の他に適当な

代替地がないものと判断しております。 

４番、申請物件が山田の畑３５３㎡で、転用目的が個人住宅です。農地区分は住

宅の連担する区域に近接する農地で、第２種農地に該当し、申請地の他に適当な代
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替地がないものと判断しております。 

５番、親子間での使用貸借で、使用物件が滑石の田６１９㎡で、転用目的が個人

住宅及び進入路です。農地区分は住宅の連担する区域に近接する農地で、第２種農

地に該当し、申請地の他に適当な代替地がないものと判断しております。 

６番、夫婦間での使用貸借で、申請物件が大倉の畑４９５㎡で、転用目的が個人

住宅です。農地区分は住宅の連担する区域に近接する農地で、第２種農地に該当し、

申請地の他に適当な代替地がないものと判断しております。 

７番、親子間での使用貸借で、申請物件が岱明町の田４３２㎡で、転用目的が個

人住宅です。農地区分は都市計画法に規定する用途区域内の農地で、第３種農地と

判断しております。 

８番、申請物件が天水町の畑３３０㎡で、転用目的が個人住宅です。農地区分は

玉名市天水総合支所より３００ｍ以内に所在する農地で、第３種農地と判断してお

ります。 

９番、申請物件が山田の畑１４㎡他２筆、計１,６９７.８７㎡で、転用目的が５

棟の建売住宅です。農地区分は住宅の連担する区域に近接する農地で、第２種農地

に該当し、申請地の他に適当な代替地がないものと判断しております。 

１０番、賃貸借での物件で、申請物件が岱明町の田７１５㎡で、転用目的が作業

場兼資材置場です。農地区分は住宅の連担する区域に近接する農地で、第２種農地

に該当し、申請地の他に適当な代替地がないものと判断しております。 

１１番、申請物件が玉名の畑４４６㎡で、転用目的が月極駐車場です。農地区分

は上下水管が埋設された道路かつ玉陵中学校、玉名小学校より５００ｍ以内にある

農地で、第３種農地と判断しております。 

以上、１１件６,２２６.８７㎡をご提案申し上げております。申請内容を農地転

用許可基準すべての項目ごとに適合するか否か審査しました結果、いずれも不都合

がないものと判断しましたので、ご提案申し上げております。地元委員さん同道の

上現地調査を行っておりますので、よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（寺田誠一君） 説明が終わりました。受付番号１番より順次、担当委員の説明

をお願いいたします。 

１番、どうぞ。 

○１５番（西木美津子君） 申請地は新幹線の新玉名駅周辺の新道と旧道に挟まれた残

地であります。近郊が車が増大していますので、飲食店を経営することにしました。

譲受人のお母さんが酒屋と食料品店を経営しておりますので、経営にプラスになる

と判断し、譲受人は来年３月に退職して飲食店を経営するということです。排水計

画は、生活雑排水は市の上下水道を利用すると。雨水は自然排水、造成計画は山砂
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に１.７ｍ埋め立てて整地するとあります。県道側と東、西側には、Ｌ字型を入れて、

土砂が流れないようにするということでございます。 

許可相当と判断いたしました。 

○議長（寺田誠一君） 次、２番。 

○３０番（中尾新一君） 譲受人は現在両親と同居していますが、子どもも大きくなり、

現在の住宅では手狭になりましたので、隣接する親戚の土地を購入して家を建てる

ということです。今まで譲渡人がイチゴの苗床をしていましたので、埋め立てる必

要もないところです。給水は隣の実家の地下水を引き、生活雑排水は集落排水に引

き込み、雨水は雨水浸透枡により処理するそうです。近隣農地への影響もなく、許

可相当と判断しました。 

○議長（寺田誠一君） 次、３番ですけれど、これには始末書が提出されておりますの

で、まず始末書を事務局より朗読をお願いします。 

○事務局（二階堂正一郎君） ― ２番の案件について始末書朗読 ― 

○議長（寺田誠一君） ただいま始末書が報告されましたけど、これに対して担当委員

からご説明をお願いいたします。 

○２番（東 令佐君） 申請人は現在仮住まいのため、自己専用住宅を建設計画されま

した。転用面積は２９７㎡、建物面積が９６.０５㎡の面積で、排水計画は、市の施

設を利用するということです。雨水は道路側溝に流すと。被害防除計画につきまし

ては、施設の形状を変えることなく現状のものは宅地に転用できるので、ですから

土砂流水などによる近隣農地への被害を与えることはありませんので、許可相当と

判断いたしました。 

○議長（寺田誠一君） 次、４番。 

○３番（西川英文君） ４番の案件につきまして説明いたします。場所は山田神社付近

でございます。現場は、両側が住宅地でありまして、その中にある畑地です。もう

耕作はほとんどされていない状態でした。一辺が市道と面しておりますし、この市

道に上下水道が通っておりますので、それに生活雑排水は接続するということだそ

うです。それと形状を変えることなく造成しますので、その他に対してほとんど被

害を及ぼすことはないと思われますので、許可相当と判断いたしました。 

○議長（寺田誠一君） 次、５番。 

○４番（三原一男君） 使用貸人と使用借人は親子関係であり、本件申請地に個人住宅、

倉庫を建設するものであります。計画での転用農地は、田を６１９㎡、建設建物は

建設する施設の概要、個人住宅、倉庫、進入路。給排水計画、給水は市の上水道を

使用されます。生活雑排水は地区内に増設、合併浄化槽により浄化水を既存の道路

側溝に接続して排水する。被害防除計画は申請地は集落内に所在する農地で、隣接
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地は住宅地申請人所有の農地及び水路、道路となっており、隣接地に特に被害を及

ぼすことはありませんので、許可相当と判断いたします。 

○議長（寺田誠一君） 次、６番でございますけれど、これも始末書が添付されており

ますので、事務局より始末書の朗読をお願いいたします。 

○事務局（二階堂正一郎君） ― ６番の案件について始末書朗読 ― 

○議長（寺田誠一君） それでは、担当委員からの説明をお願いいたします。 

○１２番（本田多美子君） 農業用倉庫が現在なっておりました。本当に、本人さんた

ちも全く知らないということで、恐縮されておりました。でも今回はということで

お話をした次第です。今、これは夫婦間の使用貸借になっておりまして、現在母の

方の、お母さんの家に同居されておりますが、手狭になったということで、現在の

家の南隣に、申請地を提供されました。申請地は、用水路を使用し、排水は生活雑

排水で、汚水は合併浄化槽で排水路に流します。造成工事については、盛土とか切

土はありませんが、申請地の強化にブロックとかをして、土砂の流出、堆積、崩壊

をなくすということで、問題ないと考えております。近隣農地への影響もないとい

うことで、許可相当と判断しました。 

○議長（寺田誠一君） 次、７番。 

○１９番（田上 一君） 申請人は親子関係になります。現在、息子さんの方が熊本の

方に住んでいることで、地元の方に土地を探していたところが、いい土地がないと

いうことで、お母さんの里の玉名の方の土地を借りて、個人住宅を新築するという

ことです。これの登記をするに当たって、西側にも１ｍ増設し、東には５０㎝ぐら

いの塀を設けるということでした。それに水道は市の水道を使うようにして、下水

は市の下水道に接続するということです。雨水は用水路を使って市道の側溝に流す

ということです。近辺に迷惑をかけないように、工事を進めるとのことでしたので、

被害の心配はないと考えます。 

○議長（寺田誠一君） 次、８番。 

○３６番（藤川賢一君） この申請地につきましては、さっき事務局からお話がありま

したように、個人住宅でございます。そして、譲受人の方が、今現在熊本に就職し

ておられて、その人が、山梨の方に出張というか、会社がございますので、そこに

行っておられるわけです。そして、もう子どもさんがやがて小学校に入るというこ

とで、あと１年したなら天水の方に帰ってくるという予定でございますので、今の

うちに農地を、住宅地を見つけてこちらに家を造っておくということでございます。

広さが３３０㎡でございまして、飲み水はボーリングをするということで、生活雑

排水は浄化槽を設置して、東側の水路に流すということでございます。それで、こ

の現場は、さっき申し上げましたように、天水の役場のすぐそばあたりの振興地の
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ところです。住宅地でございますので、何ら問題はなかろうかと思いますので、許

可相当とします。 

○議長（寺田誠一君） 次、９番。 

○３番（西川英文君） ９番の案件につきまして説明します。これは、現場は、２０８

号線バイパスあたりの近くでございまして、５戸の建売住宅ということで申請がさ

れておりますので、現場を見てみました。一辺が市道に面しておりますし、そこに

上下水道は通っておるということで、それにいろんな生活雑排水をつなぐというこ

とでございますが、公衆用道路、要するに６ｍ幅の長いやつですね、道路規程も必

要だろうし、特に道路を造るうえで、補償費用を投じます。その上で被害防止計画

を立ててありますけれども、想定外ということも起こり得ますので、特に事務局の

方には、この件は十分注意されて指導していただきたいとは思っております。許可

相当とは思います。 

○議長（寺田誠一君） 次、１０番でございますけれども、始末書が添付されておりま

すので、事務局より朗読をお願いします。 

○事務局（二階堂正一郎君） ― １０番の案件について始末書朗読 ― 

○議長（寺田誠一君） つづいて、地元委員から説明をお願いいたします。 

○２１番（堀本義寛君） ただいま事務局の方から説明がありましたとおり、実質的に、

これは古い堤防の下で、具体的には耕作不適地です。それで、隣に住んでいらっし

ゃる方が言われるには、借人の方はいろんな資材を置くために、あるいは船舶の修

理等をするために、先ほどの始末書のとおりのようなことに至ったわけです。内容

は作業場と資材置場ということで許可が出ておりますけれども、水路に水は排出し

ますけれども、何ら雑排水とかそういうことはありませんので、水路交換の土地改

良区の許可も出ておりますので、問題はないと思います。許可相当と判断します。 

○議長（寺田誠一君） 次、１１番。 

○１５番（西木美津子君） 申請地は、譲渡人の実家の南側に位置し、管理者として申

請人の母が管理し、週末には申請人本人が管理することになっております。駐車場

を営む場所としては、適切であると判断しました。３～４年後には玉名に移ってく

る予定ということです。目的としては、申請地が近郊地であったために、月極の貸

駐車場として、１０台分のスペースを造ります。山砂を土盛りして、北側のには擁

壁がありますので、南側と東側にブロックを設置して、土砂の流れを防止します。

近隣地への影響には、何も問題ありません。許可相当と判断いたしました。 

○議長（寺田誠一君） 担当委員の説明が終わりました。他にご意見、ご質問ございま

せんか。 

(はいの声) 



－   － 14

○議長（寺田誠一君） ないようですので、採決に移ります。 

農地法第５条、農地の転用許可申請について、原案どおり許可相当と意見決定す

ることに異議のない方、挙手をお願いいたします。 

(全員 挙手) 

○ 議長（寺田誠一君） 異議がないものと認め、議第３８号は許可相当と意見決定す

ることに決定いたしました。 

― ３６番 平野委員 入室 ― 

次に、議第３９号、農用地使用集積計画の決定についてを議題といたします。事

務局より説明をお願いいたします。 

○事務局長（永井正治君） 議第３９号、農用地利用集積計画の決定について。農業経

営基盤強化促進法第１８条第１項により平成２４年農用地利用集積計画（案）によ

る利用権の設定等について次のとおり意見決定するものとする。平成２４年６月２

７日提出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。 

別紙、農用地利用集積計画（案）のとおり、玉名市長より意見を求められており

ます。２０ページから３３ページまでの、１５８件の集積です。所有権移転が５件

の１万９５３㎡、利用権設定が１４９件の４１万４,７９８㎡、利用権転貸４件の２

万８,３９３㎡で、合計１５８件の４５万４,１４４㎡の集積でございます。 

（事務局より別紙調査書を個々に説明） 

農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各号の要件を満たしているものと考

え、ご提案申し上げております。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長（寺田誠一君） 事務局から、ただいま説明が終わりました。この他、ご意見、

ご質問ございませんか。 

(なしの声) 

○議長（寺田誠一君） 他にご意見、ご質問ないようですので、採決に移ります。 

農用地利用集積計画等の決定について、原案どおり意見決定することに異議のな

い方、挙手をお願いいたします。 

(全員 挙手) 

○議長（寺田誠一君） 異議がないものと認め、議第３９号は意見決定することに決定

をいたしました。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

５．報 告 

○議長（寺田誠一君） 続きまして、報告１６号より報告１７号まで一括して事務局よ

り説明をお願いいたします。 

○事務局長（永井正治君） ３４ページをお願いします。 
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報告第１６号、農地の賃貸借及び使用貸借解約通知書について。農地法第１８条

第６項の規定による合意解約及び農地使用貸借解約が成立した旨の通知を受理した

ので報告します。平成２４年６月２７日提出、玉名市農業委員会会長、寺田誠一。 

今回は、２３件の解約の通知を受理しております。 

続きまして、４０ページをお願いします。 

報告第１７号、許可不要転用届について。下記のとおり許可不要転用届を受理し

ましたので報告します。平成２４年６月２７日提出、玉名市農業委員会会長、寺田

誠一。 

今回は、携帯電話通話品質改善及び通話エリア拡大による無線局建設の１件を受

理しております。 

以上で、ご報告を終わります。 

○議長（寺田誠一君） ただいま事務局より一括して報告がございました。他に、ご質

問ございませんか。 

(なしの声) 

○議長（寺田誠一君） ないようですので、本日予定しておりました議案審議と報告を

終わります。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

６．閉 会 

○議長（寺田誠一君） 慎重なる審議、誠にありがとうございました。これをもちまし

て、農業委員会総会を閉会いたします。 

－－－－－－－○－－－－－－－ 

閉 会 午後２時５７分 



－   － 16

以上のとおり、会議の次第を記載し、その相違ないことを証するためここに署名捺印す

る。 

 

平成２４年６月２７日 
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